
（3）運行計画の検討・事務手続き

①運行計画の策定

・需要調査の実施（Ｒ４.6.1～6.20）

チームスタッフによる訪問による調査

・運行内容、乗降場所の検討・決定

調査結果を基に、運行内容（曜日、運行回数、運行時間）の検討

決定

・事業の登録申請

地域公共交通会議での同意の後、運行に必要となる「自家用有償

旅客運送」の登録申請の実施

写真
（活動の様子）



（4）運行開始

令和4年10月３日 「いで・ごー」出発式
10月３日午前10時、関係者30名ほどが出席、

テープカットの後、

ボランティアスタッフが運転する

「いで・ごー」で出発！

「倉成市長」 「いで・ごー」



活動を通して感じたこと・・・



～自分たちの移動は自分たちで助け合おう～

・伊手振興会が主体となって運行する地区住民の移動を助ける交通

・ボランティアドライバー ６名（２種免許者２名、講習終了者４名）

・特色：地元タクシー（周辺地域を含め唯一のタクシー出張所）との共存

（キーポイント）

・R6年３月時点 登録者は74人

 利用実績（週３日の運行）月平均61.3人/一日当たり5.6人

・利用者の増加：「交通手段（地区内条件）が平等化された」と評価できる

・自家用有償運送登録者へのアンケート実施

意見⇒ボランティア送迎の試行（買い物、通院支援の実践）、予約が不便

・デジタルを活用した予約システムの構築・・・



活動 ～生活支援～

◼令和４年度

⚫空白地有償運送スタート

⚫それ以外の助け合いについて

◼令和５年度

⚫特に活動ナシ

◼令和６年度

⚫住民アンケート

⚫買い物ツアーと移動支援の試

験運行（２つのサービス）

他人に頼るほど
困っていない



伊手地域のまちづくり体制（予定）

21

伊手振興会とまちづくり法人の両輪で伊手地域の未来をつくる

伊手振興会
（住民自治組織）

（一社）いであい
（地域づくり団体）

地域住民の代表組織

• 振興会事業
• 地区センターの管理運営
• 自家用有償運送事業

地域に必要なサービスを提供

• 旧伊手小学校跡地の運営
• 地域への生活支援/産業振興
• 地域のにぎわい創出を目的としたプロ

グラム提供
• 地域資源を活用した地域ブランドの開

発と提供
• 交流と人材育成

地域住民が主体的に活動し、
住みやすい伊手をつくる

交流と地域経済を活性化し、
強い伊手をつくる

両輪

両輪

連携
協力



いであい（I-DEAI）

伊手振興会/伊手農村農業活性化協議会
2025/1/10



おわりに

ご清聴ありがとうございました


